
1． はじめに

　最終回では，自分の思いや意見を自分の言葉で表

現し，交流する活動を紹介します。このような活動

は生徒にとってはハードルが高く，難しいと思われ

るかもしれませんが，自分の伝えたいことを英語で

伝えることができるようになることが，英語学習の

大きな目標のひとつだと思います。また，自分の伝

えたいことを英語で伝えられた経験が生徒の意欲を

増し，自信につながります。その表現活動のために

必要な2つの実践例とディベート活動を紹介します。

2． 伝えたいことを整理し，深める

　伝える活動としてスピーチがあります。スピーチ

を行う際には内容をしっかり考える必要がありま

す。その際に大切にしていることが 2つあります。

① テーマがぶれないこと〈話に一貫性があること〉

② 論理的であること〈相手にわかりやすく伝える〉
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　これらを視覚的に自分で確認できるようにワーク

シートを作成し，スピーチの内容を考えさせます。

例 1 『自分の経験を手紙形式で相手に伝えよう』

　中央の「これまで経験してきたこと」から，「始めた

理由」「それを通して経験したこと」「現状」「これからに

ついて」「読み手へのメッセージ」をまとめさせました。

例2 『私の思い～自分が今1番みんなに伝えたいこと～』

　「1番伝えたいこと」から「内容 1，2，3」のそれぞ

れに 2つずつそれに関わるエピソードを書き，最

後に伝えたいメッセージをまとめさせました。

　これらのワークシートを最初に使うことで，「書

くことがない」と言う生徒は減少します。相手に伝

えるときに論理的に伝えることの大切さを学ぶこと

ができ，それがディベートにもつながっていきます。

3． 伝えたい内容を英語で伝える

　内容を整理し，まとめられたら，次はそれを英語にし

ていくことが必要になります。ここが1番の課題になる

と思います。よく「英作文は英借文」と言われています。
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インプットしているものの中から，自分の伝えたいこと

を伝えるときに使えるものを利用して書くことがまず大

切です。前回（第 2回）の項でも述べた教科書の活用の

大切なポイントである，「教科書の表現を自分の言葉とし

て使える」ことがここで生きてきます。生徒達は教科書に

出てくる表現をたくさん利用します。このことにより，

教科書の表現が自分の言葉として使えることがわかり，

教科書の音読などの練習も真剣にするようになります。

　次に大切になるのが，例の提示です。表現の活動

の前に，最初にたくさん例を提示します。よいモデ

ルが生徒達のゴールになっていきます。例えば，『自

分のお気に入りの本を紹介しよう』という課題では，

パワーポイントとワークシートを用いて様々な例を

示しながら，英語の文の使い方を示していきます。

浦島太郎

It s a story about  　　　　　　　　　　　　　   . 

His name is                                         .　

a (fisher) man

Urashima Taro

He saves a turtle.

He goes to Ryugujo with the turtle.

　また，生徒達はとにかく言いたいことをそのまま

英語にしようとします。まず，生徒達に英語でどう

表現して良いかわからない文を，黒板の右半分に自

由に書かせます。そこにはこんな文がありました。

「彼と私の誕生日は同じである。」

　それを，クラスみんなで，どう表現するかを考え

ていきます。生徒達は「同じ」という単語が英語で

どういうかわからず，困っています。すると生徒は，

　S1: When is his birthday?

　S2: It’s ○ △ . 

　S1: じゃ，こう言える。My birthday is ○△ .  

His birthday is ○ △ too.

　他の聞いている生徒は「なるほど」と言っていま

した。また，右半分に生徒と考えながら英語に直し

ていく際には，右半分の黒板の上部に，

誰が（主語）→どうする（動詞）→だれ［何］を

→どのように（how）→どこ（where）→いつ（when）

→なぜ（why）

などの語順の一覧表を黒板に貼り，クラスみんなで

協力しながら，それらに言葉を当てはめさせ，英語

に直していきます。こういう語順でどのような言葉

で言えるかを確認できた段階で，未習の単語が出て

きたときには，辞書で調べるよう，指示を出します。

ただ闇雲に辞書を使わせると，全く自分では理解で

きていない例文を丸写ししてしまいます。

　生徒はよく単語一語わからないとその文全体が言

えなくなってしまいます。それでは，いつまで経っ

ても自分の言いたいことを表現できるようになりま

せん。次の 4つのルールが大切です。

① 「言いたいこと」を「言えること」に直して書く

② 日本語の表現にこだわりすぎない

③ 主語と動詞が必ずある文

④ なるべく単文を多用する

⑤ 辞書はどういう文かを頭で整理してから使う

4．ディベート活動

　前記で紹介したような活動を 1年生から定期的

に行うことで，自分の伝えたいことを英語で伝える

力が少しずつ身に付いていきます。最後に紹介する

ディベート活動はそれらの積み重ねの上に成り立っ

ていると考えていただきたいと思います。

（1） 課題の設定

　話し合うお題により，ディベートの盛り上がり方

は大きく変わってきます。最初はよくある「弁当 vs

給食」などもよいと思います。生徒の興味も大事な

ので，生徒にディベートでやってみたいお題を募集

しました。すると，時事ネタ，学校生活に関するこ

と，自分たちの興味のあることなど様々なものが出

コミュニケーション力を高める
英語の授業（3）
―どのように授業の中に
　プロジェクト活動を取り組んでいくのか―
林　秀樹　H a y a s h i  H i d e k i　（滋賀大学教育学部附属中学校）

　プロジェクト活動を取り組んでいくのか―　プロジェクト活動を取り組んでいくのか―

例 1のワークシート 例 2 のワークシート
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てきました。ただ，それらのどれが適しているかを

選ぶ際，その話題で話すときの単語の難易度も大き

な要素になります。でももっと大事なのは，賛成，

反対どちらにしろ，根拠がたくさん述べられるかと

言うことです。「好きなものは好き」みたいな話にな

るとディベートとして盛り上がりません。

（2） 意見を述べる

　次は意見が言えるようになることが大切です。そ

こで行ったのが，opinionレースです。ペアで一方

がひとつ意見を述べます。例えば，

S3: I like The Beatles. 

S4: Why do you like The Beatles? 

S3: Because their songs are good. 

S4: Why do you think their songs are good?

S3: The melody of the songs is good. 

S4 Anything else?

　S3 は自分の述べた文の理由や例を述べていきま

す。S4 は，相手の意見に対し，質問を続けます。

どれだけの数の意見を言えたかを競います。

　次に，相手の意見に応じて，意見を言う練習をし

ます。“Summer vacation is better than winter 

vacation.”というお題でペアになり賛成と反対の立

場に分かれ意見を言い合います。ただ意見を述べる

のではなく，ここでは相手の意見に対応した意見を

述べ合うことが重要です。賛成の意見“We can 

enjoy swimming in summer vacation.”に対し，

反対の意見“We have more homework in 

summer vacation than in winter vacation.”

では，相手の意見に対応していないことになります。

“I see your point, but we can enjoy skiing in 

winter vacation.”と言えば対応します。

　最初は紙を交換しながら，紙上で意見の交流を行

います。紙上で行うことで，相手の意見を読んで確

認でき，反論しやすくなります。また，相手の意見

で使えるものがあるときは，利用して意見を述べる

ことができるようになり，ディベートで使う表現が

定着していきます。

　そして，ディベートのまとめとして，8人のグルー

プで様々なトピックでディベートを行いました。

ジャッジの仕方も事前に練習を行います。

 

７．本時の目標 

・単元目標(１)・評価規準①：ディベートで役割ごとに積極的に活動している。 

・評価規準②：身近な社会的な事柄について，メモに基づき，自分の意見を理由とともに述べたり，議論すること

ができる。 

 

８．本時の学習過程（第４時） 

 学習内容と学習活動 指導上の留意点，★思･判･表を伸ばす方策，◆評価 

導 

入 

1. 今日の目標を確認する。 
 
 
 
2. グループでディベートをするのに必要な事柄

を決める 
①役割（ジャッジ，肯定側，否定側）を決める

②２つの議題を，紙に書いておく。 

 

 

 

・グループでのディベートがスムーズに進むように，対戦と役割の順番

を提示する。 
 
・今日の議題を提示する。 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 本日の議題それぞれに対して自分の意見

を肯定側と否定側，またそれに対しての予想

される反駁意見のメモを見直す。 
 
4. それぞれのグループでディベートを行う。 
やり方 
①A:肯定側，B：否定側，C,D:ジャッジで5分間

ディベートを行う。 
②その後1分間ジャッジはフローチャートを基

に相談して，勝敗を決定する。 
この手順で役割をスライド交代しながら，4回行

う。議題は二つ行う。 
１回目 議題 A 
A:肯定側，B:否定側，C,D：ジャッジ 
2回目 議題B 
B:肯定側，C:否定側，D,A：ジャッジ 
3回目 議題A 
C:肯定側，D:否定側，A,B：ジャッジ 
4回目 議題B 
D:肯定側，A:否定側，B,C：ジャッジ 

・このときは辞書を使用してもよいが，相手に伝えることが目的であり

，相手に伝わらないような難解な単語などを使わずに，相手に伝わる

ような表現を使うように指導する。 
・相手に明確に伝わるように音読しながら確認するように指導する。 
◆[表現]②：ノート 

 
★相手の意見をふまえて，自分の意見を適切に相手に伝える方法を思考

・判断する。ジャッジの立場で，対立する二者の意見を聞き，より論理

的に判断し，意見が述べられているかを判断する。 

・ディベートがスムーズに行われるようにタイムキーパーの役割

を果たす。 

・グループでそれぞれの役割が機能しているかを観察し，うまく

いっていないグループがあれば支援を行う。 

・ボイスレコーダーをそれぞれのグループに配り，次の時間に振

り返りの時に使うこととそれで評価することも伝えて，自分たち

のグループのディベートを録音するように指示する。 

◆[意欲・関心]①：観察，ボイスレコーダー 

◆[意欲・関心]②：ジャッジペーパー，ボイスレコーダー 

 

ま 

と 

め 

8.本時のまとめをする。 ・次時にボイスレコーダーを使って，今日の振り返りをすること

を伝える。 

 

９．資料・教具・準備など 

作業  ： 生徒用ワークシート，ボイスレコーダー，プレゼンテーションソフト 

本時の目標：ディベートに挑戦しよう。～説得力のある意見を述べよう～ 

Topic 
 

肯定側(Yes / I agree) 
No Reasons・Opinions 得点 
1 
 
 
4 
 
6 
 
8 
 
 
10 
 
 
12 
 
14 
 
16 

We have a summer festival. 
 
Summer vacation is very long. So, we have much free time.  We can  
enjoy many things, such as swimming in the sea, traveling , 
 
We can enjoy eating ice creams. Ice creams are very delicious. 
 
We have some exciting events in summer vacation, too. 
We have obon. 
 
In Obon we can see many 親戚、they sometimes give me some  
お小遣い。I’m very happy. 
 
Sky in summer vacation is very beautiful. 
 
We have much homework.  We can study more. 
 
So you have to study more. 
 
 
 

点数のつけ方 （加点方式）一つ理由や意見を言う→1 点、 
○英語の表現が優れている(＋1 点) 
○根拠があり説得力がある or 相手の意見に対応している(＋１～３点) 
最高得点：5 点 

 
 

否定側(No  /  I don’t agree) 
No Reasons・Opinions 得点 
2 
 
 
3 
 
5 
 
7 
 
9 
 
11 
 
13 
 
15 
 
17 
 

I don’t like it, because too many people are there. It’s very crowded. 
I’m very tired. 
 
Summer vacation is too long. I miss my friends.  
 
I can’t swim.  I like skiing better than swimming. 
 
If you eat much ice creams, you will have stomachache. 
 
We have many exciting events, such as Christmas, new year ’s day. 
  
New year’s day is better than obon because we can get otoshidama. 
 
Sky in winter vacation is clean.  We can see many stars at night. 
 
I don’t like math.  It’s very difficult. 
 
We have 書き初め home work.  It’s Japanese tradition.  書き初め 
Is good for Japanese. 
 
 

コメント

記入者（ ）

Is summer vacation better than winter vacation? 

5．おわりに

　英語でディベートをするのは中学生にとっては困

難な課題かもしれません。生徒の現状と課題に合わ

せた授業をすることはとても大切です。しかし，『生

徒にこんなことができるようになってほしい』とい

う願いと目標を持たないと，毎日の授業をただ，こ

なすだけになってしまいます。

　人との関わりの中でしかコミュニケーション能力

は育たないと思います。まだまだ課題はたくさんあ

りますが，授業に様々なプロジェクト活動を取り入

れ，人としっかりと関わっていける力を育てられる

授業を作り上げていくことに挑戦していきたいです。
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1．はじめに

 本校は，長崎市に落とされた原子爆弾の被害を受

けた悲しい歴史を背負っています。校舎の敷地に

は，被爆校舎や慰霊碑，平和のモニュメントなど原

爆に関するものが多く存在し，平和学習や慰霊のた

めに国内外から多くの人が訪れます。本年度は研究

主題を「確かな学力を身につけ，平和な未来を構築

する児童の育成～思いを伝え合い，人と関わりを深

める活動を通して～」と設定し，総合的な学習の時

間や道徳を中心として全教科・活動と関連させなが

ら平和について学び，発信しています。

 今年の 7月に，イタリアの小学生から平和の願い

が込められた折り鶴が贈られました。このことを

きっかけに，5年生ではイタリアの小学生と交流を

深める活動を計画しました。そこで今回は，Hi, 

friends 1（文部科学省）で初めてアルファベットを

題材とする Lesson 6「アルファベットを探そう」

の活動を，子どもの実態や興味・関心に沿ってアレ

ンジした授業実践，『アルファベットを使ってメッ

セージカードを作ろう！　～平和の思いをメッセー

ジカードで伝えよう～』 についてご紹介します。

◆本校の HPに公開の指導案とあわせてご覧ください。

　http://www.nagasaki-city.ed.jp/shiroyama-e/

2．小中連携授業

 本単元の最後の時間を小中連携事業の一環として

公開し，授業研究会を行いました。また，市教委指

導主事に模擬授業・公開授業に来ていただき，指導

をしていただきました。これまで，小中連携の情報

交換の際に中学校の先生方から「外国語活動でアル

ファベットは書けるようにしてほしい」とたびたび言

われてきました。しかし，アルファベットを書ける

ようになるといった技能的なことは，現行の『小学

校学習指導要領 外国語活動編』（文部科学省）には明

記されていません。そこで，「アルファベット」を取

り扱った授業研究を公開し，研究会を行うことで，

授業の実態や活用している教材を具体的に理解して

いただき，指導法の継続性（小学校外国語活動で行っ

たような活動の設定，外国語活動で使った教材の活

用）につなげたいと考えました。

3．授業の実践

（1）活動目標―目的意識と相手意識の明確化

 アルファベットを使ったコミュニケーション活動

の充実を図るために，次の活動目標を立てました。

● イタリアの小学生に，簡単な英語（単語）で作

成したメッセージカードを贈ろう

●級友のために，メッセージカードを作ろう

　活動目標を立てることで，カード作成は自分のた

めでなく，相手のための（相手のことを考えた）活

動になります。【目的意識の明確化】

　最後に作成したカードについて，ペアで振り返りを

します。相手のために作ったものなので，相手を認め

たり，賞賛したりできる環境が自然に作られます（意

識の共有）。また，4つのコミュニケーションポイン

ト（Smile, Eye contact, Clear voice, Gesture）

を活動の中でうまくできている子どもを認め，これら

をクラスで意識させます。【相手意識の明確化】

（2）コミュニケーション活動について

　ルールはシンプルに説明することと，ALTに英

語で説明してもらい，担任が子どもにわかりやすい

英語で繰り返して，活動のやり方や目的を理解させ

ることを，日頃から心がけています。そして，子ど

木下聖子　 K i n o s h i t a  S e i k o

（長崎県長崎市立城山小学校）

アルファベットを使った
コミュニケーション活動
～平和の思いを世界に伝えよう～
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